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は じ め に 

  

 この統計は、当消防本部が管轄する伊万里市及び有田町におけ

る火災・救急・救助の出動に関する状況を収録し、消防行政を広く

一般に紹介するとともに、合理的な運営資料とするために編集し

たものです。 

 統計資料は、平成３０年１月１日から１２月３１日までの１箇

年の状況を示しています。 

 本統計により、消防行政に対する御理解を賜り、地域防災の推 

進に活用していただければ幸いです。 
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火 災 

火災の現況 

 平成３０年中の管内における火災発生件数は、伊万里市２９件、有田町１２件の合

計４１件（３８件）であり、昨年より３件の増加となりました。 

   

１ 発生状況 

火災種別の内訳は、建物火災１７件（１７件）、その他の火災１７件（１２件）、 

林野火災６件（６件）、車両火災１件（３件）、船舶火災０件（０件）、航空機火災 

０件（０件）となっています。 

   

２ 出火原因 

  火災件数４１件を出火原因別にみると、「その他…１７件」、「火入れ…８件」、 

「電灯・電話等の配線…３件」、「不明・調査中…３件」の順となっています。 

  

３ 損害額 

  火災による損害額は、1,968 万円（１億 781 万 3 千円）で、前年と比較し 

8,813 万 3 千円の減少となりました。 

 

４ 建物焼損状況及び焼損程度 

  建物火災の件数は１７件（１７件）で、焼損棟数は２１棟（２３棟）、焼損面積は

６９２㎡（1,360 ㎡）で、前年と比較し焼損棟数及び焼損面積とも減少しています。 

     

５ り災世帯・り災人員 

  り災世帯数は１０世帯（１５世帯）、り災人員１７人（３３人）で前年と比較し、

り災世帯数及びり災人員とも減少しています。 

   

６ 死傷者の発生状況 

火災による死者は０人（０人）、負傷者は９人（６人）で前年と比較し、死者は発

生していませんが、負傷者は増加しています。 

 

  ※（ ）内の数字は、前年（平成２９年中）の数字を表します。 

  ※表中にある火災種別、用途別、原因別の区分は火災報告取扱要領によります。 

 

 

 

 



 

 

救 急 

救急の現況 

 消防機関の行う救急業務は昭和３８年に法制化され、伊万里市では昭和４１年９月、

有田町では昭和４６年１１月に救急業務を開始して以来、住民の生命・身体を守る上で

不可欠な業務として定着しています。その中で救急業務はより高度化し、心肺機能停止

前の重度傷病者に対する静脈路確保及び輸液、血糖測定並びに低血糖発作症例へのブド

ウ糖溶液の投与などが追加されています。それにより救命の効果だけでなく、病院前で

病態の把握ができ、よりよい病院の選定が行えるようになっています。 

 このような状況の中、当消防本部では、より質の高い救急業務を実施するため救急症

例検討会や地域医療機関での実習や毎月の救急処置訓練などで救急隊員の知識、技術の

向上を図っています。また、地域医療機関の受け入れ体制を構築するため、メディカル

コントロール協議会等を活用し、病院前救護体制の充実を図っています。 

  

 １ 出動件数・搬送人員 

  平成３０年中における伊万里市・有田町の救急出動件数は、3,562 件（前年 3,530

件）、搬送人員は 3,320 人（前年 3,309 人）となり、出動件数で 32 件の増加、搬

送人員で 11 人の増加となりました。 

 

 ２ 事故種別 

  出動内容を種別でみると、急病によるものが 56.７％と全体の半数を占め、次に転

院搬送が 17.9％、一般負傷が 14.３％の順になっています。 

 

 ３ 年齢別 

  搬送された人の年齢別では、65 歳以上の高齢者の割合が 63.2％と最も高くなっ

ています。 

 

 ４ 傷病程度別 

  搬送人員を傷病程度別で区分する、中等症が 50.8％、軽症が 29.6％、重症が

18.1％、初診時死亡が 1.5％となっています。約 3 分の１が軽症であり、救急車の

適正な利用が求められます。 

 

 ５ ドクターヘリ 

  重症で緊急性の高い傷病者を、三次救急医療機関（救命救急センター）などへ３９

件搬送しました。【労働災害 12 件・転院搬送１０件・交通事故 5 件・一般負傷４件・

火災３件・急病３件・自損行為 2 件】 

 

   



 

 

救 助 

救助の現況 

 災害が複雑多様化、大規模化の傾向にあるなか、救助活動は、火災・交通事故・水難

事故などの各種災害から大規模風水害、CBRNE（注１）災害などの特殊災害まで広範

囲に及んでいます。これらの災害発生に迅速・的確に対応するため、各種救助資器材の

計画的な整備を進めており、平成 30 年 11 月には総務省消防庁から津波・大規模風水

害対策車が配備され運用を開始しました。また、救助隊員の資格者の充足と救助に関す

る教育訓練体制の充実に努めています。 

 

（注１）CBRNE（シーバーン）は化学（chemical）、生物（biological）、放射性物質

（radiological）、核（nuclear）、爆発物（explosive）、の頭文字。 

 

 

１ 出動件数・救助人員 

平成 30 年中の救助出動件数は 41 件（前年 54 件）で、３１名（前年 28 人）の

要救助者を救助しています。 

 

２ 事故種別 

救助出動における事故種別の割合（件数）は、交通事故が 43.9％（１８件）と全体

の半数近くを占め、次にその他の事故が 41.4％（17 件）、水難事故が 4.9％（２件）、

風水害等自然災害 4.9％（２件）、機械による事故が 4.9％（２件）となっています。 

 



合 計 人口　     75,207人・ 世帯数　       31,184世帯

（件） 17 17 0

船 舶 （件） 0 0 0

車 両 （件） 1 3 △ 2

林 野 （件） 6 6

1 2 △ 1

8 △ 3

第Ⅰ- 1表　平成３０年火災概要と前年比較

（火災のうち爆発） （件） 1 0

航 空 機

2321

0

（件）

1

0 0

火
　
災
　
種
　
別

建 物

0

△ 2

3火 災 発 生 件 数 （件） 41 38

（△は減）

　　　　　　　　　　年別
        区分

平成30年
（　A　）

平成29年
（　B　）

増減
（A－B）

り 災 世 帯

り 災 人 員

死
傷
者

死 者

負 傷 者

（棟）

5そ の 他 （件） 17 12

焼 損 棟 数

ぼ　　　　　や （棟） 11 6 5

部　　分　　焼 （棟） 4 7 △ 3

半　　　　　焼 （棟）

9 6 3

（人） 0 0 0

（人） 17 33 △ 16

3.2 0.2

林 野 焼 損 面 積 （a） 17 109 △ 92

焼
損
面
積

△ 30建 物 焼 損 表 面 積 （㎡） 79 109

建 物 焼 損 床 面 積 （㎡） 692 1,360 △ 668

（件）

※出火率・・・人口１万人あたりの出火件数（火災発生件数÷人口×１０，０００）

※伊万里市、有田町の人口・世帯数は平成３０年１２月１日現在で算定

１ 世 帯 当 り 損 害 額 （円） 631 3,473 △2,842

伊 万 里 市

有 田 町

人口　     55,106人・ 世帯数　       23,366世帯

人口　     20,101人・

損
　
害
　
額

損 害 額 （千円） 19,680 107,813

１ 人 当 り 損 害 額 （円） 262

平成２9年　全国3.11件　佐賀県4.59件

（世帯） 10

全　　　　　焼 （棟） 5

15 △ 5

（人）

世帯数　         7,818世帯

△88,133

※ 出 火 率 （件） 5.5 5.0 0.5

1,418 △1,156

月 平 均 損 害 額 （千円） 1,640 8,984 △7,344

月 平 均 火 災 発 生 件 数 3.4
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　第Ⅰ-２表　地区別火災発生状況

船

舶

航
空
機

車

両

林

野

そ
の
他

爆

発

伊万里 6 6 6 5 6 51 16 5 1,707

牧島 1 2 3 1 19 3 1 174

大坪

立花 1 1 18

大川内 1 1 4

黒川 2 2 14

波多津 1 3 4 1 1 3 70 12 3,275

南波多 1 1 2 1 1 159

大川 1 1 2 1 1 251 60 5,850

松浦 1 1

二里 1 1 3

東山代 1 1 1 1 2

山代 4 1 5 4 3 4 8 301 1 1 1 7,561

有田東 1 1 2 1 10 198

有田西 2 2 6 10 2 2 2 5 754

その他管外

合　計 17 1 6 17 41 1 17 4 10 17 692 79 17 55 9 19,680

火災件数 焼損棟数 焼損面積

建

物
計

屋　外

林

野
(a)

焼
損
床
面
積
(㎡)

焼
損
表
面
積
(㎡)

火
　
元

類
　
焼

り
災
世
帯
数

そ
の
他
(a)

り
災
人
員

死

者

負
傷
者

損
害
額

(

千
円

)

火災種別

地区別
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第Ⅰ-３表　地区別月別火災発生状況

伊万里 2 1 2 1 6

牧島 1 1 1 3

大坪 ０

立花 1 1

大川内 1 1

黒川 1 1 2

波多津 1 2 1 4

南波多 1 1 2

大川 1 1 2

松浦 1 1

二里 1 1

東山代 1 1

山代 1 1 2 1 5

有田東 1 1 2

有田西 4 1 1 2 1 1 10

その他管外

合　計 8 2 3 7 2 3 3 3 3 5 2 41

５月１月 ２月 ３月 ４月 ６月 ７月 １２月
合
計

８月 ９月 １０月 １１月
月

地区別
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第Ⅰ-４表　月別・曜日別火災発生状況

船

舶

航
空
機

車

両

林

野

そ
の
他

爆

発

1月 3 1 4 8 2 2 1 333

2月 2 2 3

3月 2 1 3 3 10 2 107

4月 2 3 2 7 1 21 13 4 1 456

5月 2 2 320 7,657

6月 1 2 3 1 1 60

7月 2 1 3 251 60 1 6,350

8月 1 1 1 3 1 3 182

9月 2 1 3 5 18 3 15

10月 3 2 5 100 11 1 2 4,520

11月

12月 1 1 2 12

17 1 6 17 41 1 692 79 17 55 9 19,680

日曜日 1 2 3 6 5 2 12 3 11

月曜日 1 3 4 1 2 2 7

火曜日 4 4 331 11 1 2 9,320

水曜日 1 1 1 3 1 11 170

木曜日 2 4 6 270 60 5 6,056

金曜日 4 2 1 7 70 2 10 18 1 3,589

土曜日 5 1 5 11 21 1 3 7 1 527

不明

17 1 6 17 41 1 692 79 17 55 9 19,680

死

者

負
傷
者

損
害
額

(

千
円

)

建

物

月

別

合　計

焼損面積

焼
損
床
面
積
(㎡)

焼
損
表
面
積
(㎡)

そ
の
他
(a)

屋　外

林

野
(a)

計

火災件数

合　計

曜
日
別

火災種別

月・曜日別
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第Ⅰ-5表　時刻別火災発生状況

船

舶

航
空
機

車

両

林

野

そ
の
他

爆

発

００－０１

０１－０２ 1 1

０２－０３

０３－０４

０４－０５

０５－０６

０６－０７

０７－０８

０８－０９ 1 1 2

０９－１０ 1 1 2

１０－１１ 1 1 2

１１－１２ 1 1 2

１２－１３ 2 5 7

１３－１４ 1 2 3

１４－１５ 1 1

１５－１６ 3 1 1 5 1

１６－１７ 1 1 2 4

１７－１８ 1 3 1 5

１８－１９

１９－２０ 1 1 2

２０－２１ 1 1

２１－２２ 2 1 3

２２－２３ 1 1

２３－２４

不明

合　計 17 1 6 17 41 1

建

物
計

屋　外

火災件数火災種別

時刻別
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第Ⅰ-６表　建物用途別火災発生状況

全
　
焼

半
　
焼

部
分
焼

ぼ
　
や

計
全
　
焼

半
　
焼

部
分
焼

ぼ
　
や

計

住宅 3 2 1 3 1 2 3

併用住宅

共同住宅 3 1 2 3

劇場

公会堂

キャバレー

遊技場

性風俗

カラオケボックス等

料理店

飲食店 1 1 1

物品販売店舗 1 1 1

旅館 1 1 1

病院

グループホーム等

社会福祉施設

幼稚園

学校

図書館

特殊浴場

公衆浴場

停車場

神社・寺院

工場 1 1 1

スタジオ

駐車場

航空機格納庫

倉庫 4 2 2 4 1 1

事務所 2 2 2

複合用途（特定） 1 1 1

複合用途（非特定）

地下街

準地下街

文化財

その他

計 17 4 1 7 5 17 2 2 4

焼損棟数

火　元 類　焼
火
災
件
数

火災種別

用途別
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第Ⅰ-７表　出火原因別火災発生状況

船

舶

航
空
機

車

両

林

野

そ
の
他

爆

発

たばこ 1 1

こんろ 2 2

かまど 2 2

風呂かまど

炉

焼却炉

ストーブ 1 1

こたつ

ボイラー

煙突・煙道

排気管

電気機器

電気装置 1 1

電灯・電話等の配線 3 3

内燃機関

配線器具

火あそび

マッチ・ライター

たき火

溶接機・切断機 2 2 1

灯火

衝突の火花

取灰

火入れ 2 6 8

放火

放火の疑い 1 1

その他 4 1 4 8 17

不明・調査中 2 1 3

合　計 17 1 6 17 41 1

※その他１７件の内訳　【ごみ焼き１０件、バス制動装置１件、バーナー３件、自然発火２件、エンジンカッター１件】

屋　外

火災件数

建

物
計

火災種別

原因別
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第Ⅰ-８表　出火原因別火災発生状況（過去５年間）

たばこ 1 2 1 4

こんろ 3 4 2 2 11

かまど 1 2 3

風呂かまど 1 1

炉

焼却炉 1 2 3

ストーブ 1 1 1 3

こたつ 1 1

ボイラー

煙突・煙道

排気管 1 1 1 3

電気機器 1 1

電気装置 2 1 3

電灯・電話等の配線 1 2 4 3 3 13

内燃機関 1 1

配線器具 1 1 2

火あそび

マッチ・ライター 1 1 2

たき火 2 2

溶接機・切断機 2 2 2 6

灯火

衝突の火花

取灰 1 1

火入れ 4 4 3 7 8 26

放火 1 2 1 4

放火の疑い 1 1 1 3

その他 4 6 1 9 17 37

不明・調査中 5 2 4 6 3 20

合　計 29 19 23 38 41 150

平成２８年 平成２９年 平成30年 合　計平成２６年 平成２７年

年

原因別
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平成２１年 平成２２年 平成２３年 平成２４年 平成２5年 平成２６年 平成27年 平成2８年 平成29年 平成３０年 平　　均

（件） 26 15 19 11 12 22 13 15 32 29 19.4

（火災のうち爆発） （件） 0 0 1 0 0 2 0 0 0 1 0.4

建 物 （件） 11 7 6 7 7 14 5 10 15 14 9.6

林 野 （件） 2 0 1 1 0 1 2 1 6 4 1.8

車 両 （件） 3 1 2 1 1 2 2 0 1 1 1.4

船 舶 （件） 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0.2

航 空 機 （件） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

そ の 他 （件） 10 7 10 2 4 4 4 3 10 10 6.4

（棟） 14 8 8 8 10 21 6 12 21 18 12.6

全 焼 （棟） 5 2 4 4 4 3 2 3 7 5 3.9

半 焼 （棟） 2 0 0 1 1 1 0 0 2 1 0.8

部 分 焼 （棟） 2 1 1 1 0 7 2 3 6 3 2.6

ぼ や （棟） 5 5 3 2 5 10 2 6 6 9 5.3

（世帯） 8 5 5 3 8 17 3 8 15 9 8.1

（人） 20 11 18 15 24 43 13 32 33 17 22.6

死 者 （人） 1 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0.4

負 傷 者 （人） 2 1 2 1 1 5 3 7 5 9 3.6

建物 焼損床 面積 （㎡） 919 425 166 994 823 545 73 856 1,304 692 679.7

建物 焼損表 面積 （㎡） 7 2 0 2 1 326 0 58 109 77 58.2

林 野 焼 損 面 積 （ａ） 5 0 1 6 0 4 6 6 108 15 15.1

（件） 2.17 1.25 1.58 0.58 1.00 1.83 1.08 1.25 2.67 2.41 1.6

（件） 4.5 2.6 3.3 1.9 2.1 3.9 2.3 2.7 5.7 5.3 3.4

損 害 額 （千円） 66,457 26,905 7,181 13,591 69,733 37,620 5,138 128,916 107,366 18,728 48,163.5

月 平 均 損 害 額 （千円） 5,538 2,242 598 1,133 5,811 3,135 428 10,743 8,947 1,561 4,013.6

１ 人 当 り 損 害 額 （円） 1,141 464 125 236 1,216 661 91 2,301 1,929 340 850.4

１世帯当り損害額 （円） 3,032 1,222 320 605 3,090 1,656 225 5,599 4,627 802 2,117.8

損
害
額

※出火率・・・人口１万人あたりの出火件数（火災件数÷人口×１０，０００）

出 火 率

月 平 均 発 生 件 数

焼
損
面
積

第Ⅰ－９表　伊万里市における過去１０年間の火災発生状況

火
　
災
　
種
　
別

区分／年

火 災 発 生 件 数

死
傷
者

焼 損 棟 数

り 災 世 帯

り 災 人 員
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平成２１年 平成２２年 平成２３年 平成２４年 平成２5年 平成２６年 平成27年 平成2８年 平成29年 平成３０年 平　　均

（件） 11 9 9 4 6 7 6 8 6 12 7.8

（火災のうち爆発） （件） 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0.1

建 物 （件） 4 6 7 2 3 3 3 4 2 3 3.7

林 野 （件） 4 1 1 0 0 2 0 0 0 2 1.0

車 両 （件） 1 0 0 1 0 0 0 0 2 0 0.4

船 舶 （件） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

航 空 機 （件） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

そ の 他 （件） 2 2 1 1 3 2 3 4 2 7 2.7

（棟） 8 6 7 2 3 6 3 6 2 3 4.6

全 焼 （棟） 4 2 2 1 0 3 1 3 1 0 1.7

半 焼 （棟） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

部 分 焼 （棟） 3 0 3 0 2 1 1 0 1 1 1.2

ぼ や （棟） 1 4 2 1 1 2 1 3 0 2 1.7

（世帯） 5 4 4 0 3 6 1 2 0 0 2.5

（人） 18 11 9 0 15 23 3 9 0 0 8.8

死 者 （人） 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0.3

負 傷 者 （人） 0 1 1 0 0 3 2 1 1 0 0.9

建物 焼損床 面積 （㎡） 485 244 365 9 29 374 228 177 56 0 196.7

建物 焼損表 面積 （㎡） 0 0 2 0 0 0 1 0 0 2 0.5

林 野 焼 損 面 積 （ａ） 8 0 2 0 0 8 0 0 1 2 2.1

（件） 0.92 0.75 0.75 0.33 0.50 0.59 1.08 0.67 0.5 1.0 0.7

（件） 5.1 4.2 4.2 1.9 2.8 3.4 2.9 3.9 3.0 5.9 3.5

損 害 額 （千円） 21,867 107,808 20,125 4 2,391 46,732 8,496 2,213 447 952 21,103.5

月 平 均 損 害 額 （千円） 1,822 8,984 1,677 0.3 199 3,895 708 184 37 79 1,758.5

１ 人 当 り 損 害 額 （円） 1,004 4,977 940 0.2 133 2,243 409 108 22 47 988.3

１世帯当り損害額 （円） 2,893 14,109 2,623 1 310 6,056 1,096 284 57 122 2,755.1

焼 損 棟 数

第Ⅰ－１０表　有田町における過去１０年間の火災発生状況

区分／年

火 災 発 生 件 数

火
　
災
　
種
　
別

損
害
額

※出火率・・・人口１万人あたりの出火件数（火災件数÷人口×１０，０００）

り 災 世 帯

り 災 人 員
死
傷
者
焼
損
面
積

月 平 均 発 生 件 数

出 火 率
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第Ⅱ－１表　救急出動件数・搬送人員

Ａ＝出動件数　　　Ｂ＝搬送人員

月
区
分

Ａ ４ １２ ２ ４７ １ ２ ２０８ ４５ １ ３２２ ３６

Ｂ １ １０ ２ ４４ １ ２ １８３ ４５ ２８８

Ａ １９ ６ ４１ ３ １７２ ５５ ３ ２９９ ２１

Ｂ ２０ ６ ３９ ３ １５７ ５５ １ ２８１

Ａ １ ２６ ２ １ ３８ １ ２ １７０ ６１ １ ３０３ １５

Ｂ ２７ １ １ ３７ ２ １６０ ６１ ２８９

Ａ ３ ２４ １ １ ４４ １ １６０ ４２ ２７６ ２１

Ｂ ２ ２５ １ １ ４２ １４４ ４２ ２５７

Ａ ５ １５ ５ ２ ３３ １ ４ １２９ ５４ １ ２４９ ２３

Ｂ １ １２ ５ ２ ３２ ２ １１７ ５４ ２２５

Ａ １ １ ２１ ２ ６ ３４ １ ３ １３３ ５０ ２ ２５４ １９

Ｂ １ １８ ２ ６ ３３ ２ １ １２４ ５０ ２３７

Ａ １ １５ ５ ４ ４２ ６ ２０２ ５０ １ １ ３２７ １７

Ｂ １５ ５ ４ ３９ ６ １９３ ５０ ３１２

Ａ ２０ ６ ２ ３３ ４ ２０８ ５９ ５ ３３７ ２６

Ｂ １７ ６ ２ ３０ ２ １９５ ５９ ３１１

Ａ ３ ３５ ６ １ ３７ １４９ ４８ １ ２ ２８２ １６

Ｂ ３ ３７ ６ １ ３７ １４０ ４８ ２７２

Ａ ４ １２ ６ ３ ６０ ５ １ １４３ ５１ ４ ２８９ ２８

Ｂ ２ １０ ７ ３ ５７ ５ １２８ ５１ １ ２６４

Ａ １９ ２ １ ４３ ３ １７３ ６４ １ ３０６ ２２

Ｂ １８ ２ １ ３９ ２ １６１ ６４ ２８７

Ａ １ １８ ４ ５６ ４ １ １７２ ６０ ２ ３１８ ２２

Ｂ １５ ４ ５５ ４ １ １５８ ６０ ２９７

Ａ ２３ １ ２３６ ４７ ２１ ５０８ １３ ３０ ２,０１９ ６３９ ３ ２２ ３,５６２ ２６６

Ｂ ９ １ ２２４ ４７ ２１ ４８４ １２ ２１ １,８６０ ６３９ ２ ３,３２０

※総件数（総搬送人員）に対する種別ごとの割合（％）

0.65% 0.03% 6.63% 1.32% 0.59% 14.26% 0.36% 0.84% 56.68% 17.94% 0.08% 0.62% 100.00%

0.27% 0.03% 6.75% 1.42% 0.63% 14.58% 0.36% 0.63% 56.02% 19.25% 0.06% 100.00%

（注）　その他の項のその他は酩酊・通常分娩等

「不搬送」は、出動件数の内数とする。
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第Ⅱ－２表　各町（地区）別救急出動件数・搬送人員

Ａ＝出動件数　　　Ｂ＝搬送人員

Ａ ５ １８ ３２ ８ １ １６６ ２５ ４ ２５９

Ｂ ３ １４ ３０ ７ １ １４９ ２５ ２２９

Ａ ２ １１ １ １１ １ ５１ １ ７８

Ｂ １ １３ １ ８ １ ４６ ７０

Ａ ２５ １ ３２ １ ４ １３２ １９５

Ｂ ２４ １ ３０ ３ １１７ １７５

Ａ ３ ２５ ２ ３ ７１ １ ４ ２８３ １４４ １ ５ ５４２

Ｂ ２ ２０ ２ ３ ６６ ２ ３ ２５４ １４４ １ ４９７

Ａ １ １２ １ ２４ １ ６３ ６ １ １０９

Ｂ １３ １ ２２ １ ５９ ６ １０２

Ａ １ ６ ８ １７ ３ ５４ ５７ １４６

Ｂ ６ ８ １７ ３ ５３ ５７ １４４

Ａ １ ６ ８ ５５ ９ ７９

Ｂ ６ ８ ５１ ９ ７４

Ａ １ ９ ４ １５ ２ ６１ ８ １００

Ｂ １ ９ ３ １５ １ ５９ ８ ９６

Ａ １ ４ ２ １７ １ ６４ ３ １ ９３

Ｂ ２ ２ １６ ６０ ３ ８３

Ａ ７ ２２ ４６ １ ７６

Ｂ ９ ２２ ４２ ７３

Ａ １ ４０ ４ １０ ４７ １ １ １７９ １４１ １ ２ ４２７

Ｂ １ ３６ ４ １０ ４７ １ １ １６５ １４１ ４０６

Ａ １ １２ ８ ３８ ２ １３２ ２８ １ ２２２

Ｂ １ １２ ８ ３６ １ １２０ ２８ ２０６

Ａ ５ １１ ４ ３５ １ ４ １７３ １２３ １ ３ ３６０

Ｂ １ １０ ５ ３３ １ ３ １６５ １２３ ３４１

Ａ ３０ ７ ３ ８２ １ ４ ３２２ ３３ ２ ４８４

Ｂ ２７ ７ ３ ７８ １ １ ２９７ ３３ １ ４４８

Ａ ２ ２０ ６ ４ ５７ ２ ２３８ ６２ １ ３９２

Ｂ ２３ ６ ４ ５６ ２ ２２３ ６２ ３７６

Ａ ０

Ｂ ０

Ａ ２３ １ ２３６ ４７ ２１ ５０８ １３ ３０ ２,０１９ ６３９ ３ ２２ ３,５６２

Ｂ ９ １ ２２４ ４７ ２１ ４８４ １２ ２１ １,８６０ ６３９ ２ ３,３２０

（注）　その他の項のその他は酩酊・通常分娩等

       「不搬送」は、出動件数の内数とする。
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出動件数 搬送人員

交通事故 労働災害 一般負傷 急  病 その他 管外搬送

２5年まで
の累計

８２,２６３ １３,０２６ １,１９４ １０,７４２ ４０,２１８ １７,０８３ ８０,０５４ １６,１２７

26年 ３,２７９ ２６８ ３２ ４５５ １,７９６ ７２８ ３,１２７ ９５７

27年 ３,４００ ２５２ ３８ ４９３ １,８９５ ７２２ ３,２３２ ７７９

28年 ３,４３２ ２３８ ２３ ４８２ １,９５６ ７３３ ３,２１４ ７９４

29年 ３,５３０ ２９１ ２６ ５２１ １,９１９ ７７３ ３,３０９ ８２９

30年 ３,５６２ ２３６ ４７ ５０８ ２,０１９ ７５２ ３,３２０ ８８２

総　計 ９９,４６６ １４,３１１ １,３６０ １３,２０１ ４９,８０３ ２０,７９１ ９６,２５６ ２０,３６８

第Ⅱ－３表　救急出動件数及び搬送人員の推移　

※　旧伊万里市消防本部：昭和４１年９月より救急業務開始後の救急出動件数（昭和４８年４月
   から平成２０年３月まで長崎県松浦市福島町を含む）。搬送人員については昭和４２年からの
   累計。

※　旧有田町消防本部：昭和４６年１１月より救急業務開始後の救急出動件数。搬送人員につい
   ては昭和４７年からの累計。

※　平成２６年４月から消防組合が発足され、伊万里・有田消防本部となる。

　出動件数５年ごとの推移　　※　消防組合発足以前は旧消防本部

区分

年

875

877

812

754

606

0 500 1000

３０年

２９年

２４年

１９年

１４年

有田消防署

2,687

2,653

2,254

2,305

1,841

0 1,000 2,000 3,000

３０年

２９年

２４年

１９年

１４年

伊万里消防署
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第Ⅱ－４表　年齢区分別・事故種別搬送人員

第Ⅱ－５表　現場到着までの所要時間 第Ⅱ－６表　医療機関収容までの所要時間
（転院搬送を除く） （転院搬送を除く）

搬 送 人 員 急 病 交 通 事 故 一 般 負 傷 その他（左記以外）

乳幼児 １２７ ９３ ６ １９ ９

新生児 ２４ ４ １ １９

成 人 ９５８ ５１７ １３２ ８８ ２２１

少 年 １１０ ４７ ２４ １６ ２３

合 計 ３,３２０ １,８６０ ２２４ ４８４ ７５２

高齢者 ２,１０１ １,１９９ ６２ ３６０ ４８０

救急出動件数 割合（％） 搬送人員

※　年齢区分
　１　新生児　生後２８日未満の者
　２　乳幼児　生後２８日以上満７歳未満の者
　３　少　年　満７歳以上満１８歳未満の者
　４　成　人　満１８歳以上満６５歳未満の者
　５　高齢者　満６５歳以上の者

割合（％）

３分未満　　　　　　 22 0.8 ％ １０分未満　　　　　　　 1 0.04 ％

3.2 ％

５分以上１０分未満 1,856 63.5 ％ ２０分以上３０分未満　 733 27.3 ％

３分以上５分未満　 236 8.1 ％ １０分以上２０分未満　 85

61.2 ％

２０分以上　　　　　　　 59 2.0 ％ ６０分以上１２０分未満 210 7.8 ％

１０分以上２０分未満　 750 25.7 ％ ３０分以上６０分未満　 1,642

一日当たりの
出動件数

※転院搬送含む

平　均
現場到着時間の平均

１２０分以上　　　　　　　　 10 0.4 ％

平　均
病院到着時間の平均

8分1８秒 38分18秒

10件

事故種別
年齢別

救急出動
時間

搬送人員
時間
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第Ⅱ－７表　事故種別・傷病程度及び性別搬送人員の状況

第Ⅱ－８表　急病に係る疾病分類別・傷病程度別搬送状況

計 男 女

急 病 ４１ ２６３ ９７１ ５８５ １,８６０

死　亡 重　症 中等症 軽　症 その他

９４３ ９１７

一 般 負 傷 ２ ８１ ２１４ １８７ ４８４ ２２５ ２５９

交 通 事 故 １ １４ ７３ １３６ ２２４ １２０ １０４

２１ ７ １４

労 働 災 害 １ ８ ２２ １６ ４７

自 損 行 為 ３ ６ ７ ５

４２ ５

加 害 ７ ５ １２ １０ ２

運 動 競 技 ９ １２ ２１ １７ ４

９ ８ １

水 難 事 故 １ １

火 災 １ ６ ２

０ １

３００ ３３９

自 然 災 害 ０ ０ ０

区 分

脳

疾

患

転 院 搬 送 ２２９ ３７７ ３３ ６３９

２

心

疾

患

等

消

化

器

系

呼

吸

器

系

精

神

系

感

覚

系

泌

尿

器

系

０ ２

合 計 ４９ ６０２ １,６８７ ９８２ ０ ３,３２０

そ の 他 １ １

１,６７２ １,６４８

診

断

名

不

明

確

計

３ ９ １７ ２７ １１ ２６３

２ ９ １０ ４１

新

生

物

そ

の

他

重 症 ９３ ５０ ２１ ３１ １

死 亡 ２ １５ ３

７３ ４１ ２４ １６１ ２５１ ９７１中 等 症 ８５ ７８ ８８ １４３ ２７

７７ ２０ ５ ７７ ２２４ ５８５軽 症 ９ ４８ ４１ ３９ ４５

０そ の 他

１５３ ７０ ４８ ２７４ ４９６ １,８６０合 計 １８９ １９１ １５０ ２１６ ７３

傷病程度

事故種別
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第Ⅱ-10表　地区別種別救助出動件数

伊万里 1 1

牧島

大坪 1 1 2

立花 3 3

大川内 1 1

黒川

波多津 2 1 3

南波多

大川 1 1 2

松浦

二里 6 1 1 2 10

東山代 2 1 3

山代 2 1 2 5

有田東 2 4 6

有田西 2 1 2 5

18 2 2 2 17 41

第Ⅱ-１１表　地区別種別救助人員

伊万里

牧島

大坪 1 1 2

立花 2 2

大川内 1 1

黒川

波多津 2 1 3

南波多

大川 1 1

松浦

二里 2 1 3 1 7

東山代 2 1 3

山代 2 1 3

有田東 3 3

有田西 3 3 6

12 2 3 2 12 31

事故種別 建
物
火
災

建
物
以
外
火
災

交
通
事
故

水
難
事
故

風
水
害
等
自
然
災
害

機
械
に
よ
る
事
故

建
物
等
に
よ
る
事
故

ガ
ス
及
び
酸
欠
事
故

有
田
町

有
田
町

破
裂
事
故

そ
の
他
の
事
故

 地区

伊
万
里
市

そ
の
他
の
事
故

計

合
計

 地区

伊
万
里
市

合
計

事故種別 建
物
火
災

建
物
以
外
火
災

交
通
事
故

その他管外

その他管外

計

ガ
ス
及
び
酸
欠
事
故

破
裂
事
故

水
難
事
故

風
水
害
等
自
然
災
害

機
械
に
よ
る
事
故

建
物
等
に
よ
る
事
故
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第Ⅱ-１２表　救助活動の状況（過去５年間）

年

地区 伊
万
里

有
田

伊
万
里

有
田

伊
万
里

有
田

伊
万
里

有
田

伊
万
里

有
田

伊
万
里

有
田

伊
万
里

有
田

伊
万
里

有
田

伊
万
里

有
田

伊
万
里

有
田

出動
件数

16 8 1 2 1 8 4 40

救助
人員

20 4 2 1 6 3 36

出動
件数

12 5 7 1 1 2 1 10 5 44

救助
人員

6 4 4 1 1 1 9 5 31

出動
件数

12 6 7 1 7 6 39

救助
人員

2 3 4 1 4 5 19

出動
件数

25 10 3 1 3 1 8 3 54

救助
人員

12 6 1 1 5 3 28

出動
件数

14 4 2 1 1 2 11 6 41

救助
人員

9 3 2 3 2 6 6 31

出動
件数

79 33 20 3 1 1 8 2 1 2 44 24 218

救助
人員

49 20 10 3 3 5 1 1 1 30 22 145

※　出動件数とは、消防機関が救助活動を行う目的で出動した件数をいう。
※　救助人員とは、救助出動し実際に救助した人数をいう。

合

計

機
械
に
よ
る
事
故

計

30

28

破
裂
事
故

そ
の
他
の
事
故

26

27

建
物
等
に
よ
る
事
故

ガ
ス
及
び
酸
欠
事
故

29

事
故
種
別

建
物
火
災

建
物
以
外
火
災

交
通
事
故

水
難
事
故

風
水
害
等
自
然
災
害
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